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「加東市部活動改革シンポジウム」アンケートでいただいたご質問やご意見の概要

ご質問 ご質問への考え方

今後部活動が廃止になるので、部活を選択する現小5、4年生は減ってくることが考えられると思います。部活で加東連合でチームが

作られたとしても、中学３年生の総体時点で下の学年がおらず、試合が出来る人数がそろっていない場合、北播に範囲をひろげ別の

地域と合同でチームを組んでの参加となるのでしょうか。

部活動については、大会参加人数が揃っていない場合、市内もしくは、市外のチームと合同チームを組んで参加することになりま

す。また、競技種目によっては、部活動と地域クラブ活動が合同になっても良い種目もあります。

地域クラブは、結局負担が地域に移行するだけなのではないでしょうか？

地域総動員というのは、会社員の就業後に受け持つこともあるということだと思うのですが、そこはどのようにお考えでしょうか？

会社員は除外しての地域総動員ということでしょうか？

先生の働き方改革であれば、高校でも同じ事が言えると思うので高校の部活も地域移行できるのか、気になりました。

高校も、地域移行が同じように進むのでしょうか？

できるだけ多くの方にご協力いただきたいとは考えていますが、指導される方々のご自身のワークバランス、ライフスタイルに合わ

せて、活動が可能な方にご協力いただければと考えています。

高等学校では、部活動を特色としている学校が数多くありますので、高校や私学は実情に応じて取り組むことが望ましいとされてい

ます。

教員が地域指導員として従事する場合、地域クラブに対しての補助金や支援金はいただけると思うのですが、今まで通り一日2700円

程度の手当ですか？

今、部活は4時頃から始まっています。勤務時間は4時40分までです。勤務時間内に教員ではなく、地域指導員として働くことになり

ますが、いいのでしょうか？

完全な地域展開である令和10年度総体までは、部活動と地域クラブ活動で活動の仕方によって生徒間や教員間で差が出ないよう、部

活動から移行した地域クラブ活動については、これまで県費から出ていた特殊勤務手当相当分を支払えるよう検討します。

勤務時間外に地域クラブ活動に従事される教職員については、兼職兼業制度を活用し、従事することが可能となるよう制度を整える

予定です。

毎年、登録するのか。
団体の登録については、基本的には、毎年更新ということになりますが、活動を停止される場合、もしくは、認定条件に違反があっ

た場合は、登録を解除する場合があります。

質問ですが、来年子どもが中学1年生になりますが、クラブチームに入ることを検討しています。地域クラブとクラブチームの兼部

をすることは可能でしょうか。

基本的には可能です。しかし、地域クラブによっては、部活動との兼部は不可（大会に出るためにはどちらかしか登録できないこ

と、部活動の時間と地域クラブ活動の時間が重なっている場合、参加状況が読めないなどの理由で）とされる場合もありますので、

受け入れ条件をしっかりとご確認ください。

指導者の確保として、一般企業に勤めている会社員は、行政からの補助などありますか?指導しやすい環境にするため、一般企業に

理解を求め得る仕組みも整備される予定ですか?また、各家庭事情に合わせた参加費用について制度設計に入ってますか?

指導者については、指導者資格取得にかかる経費を市で補助する制度を整備しました。また、認定された団体には、活動内容に応じ

て活動支援金を補助します。

企業に限らず、部活動地域展開の取組について、広く理解を求めるよう努めます。

参加費用については、国や県でも補助を検討されておりますので、指針が決まり次第、できるだけ低廉な価格の設定になるように努

めてまいります。

部講演の資料について。

p22にある、「（小学校まで地域、中高は学校部活、）」とありますが、将来的に高校も部活がなくなり地域展開する方向性です

か？

高等学校では、部活動を特色としている学校が数多くありますので、高校や私学は実情に応じて取り組むことが望ましいとされてい

ます。

地域クラブの運営は基本的にボランティア的な活動と認識します。既存の団体でない向上型団体は新規に中学生中心で地域クラブを

設立することになるのかと思いますが、申請がなかった場合顧問が中心に設立することになるかと思います。この場合教員の勤務時

間内の活動についての給与・手当関係はどのように処理されるのでしょうか？また、現在の部活動指導員相当の手当をしない場合、

教員の負担は逆に増加することにならないでしょうか？

立ち上げがない種目があった際、教員がその種目を強制的に立ち上げるといった依頼はしません。その場合は、その種目について

は、なくなることになります。また、当面の間、教員の勤務時間内の活動は想定しておらず、兼職兼業等により指導を望む場合を除

き、原則、教職員が従事しなくてもよい環境づくりを目指します。

現在、部活動等で使用している備品、施設等の地域展開への利用みたいなものは考えられているのでしょうか。

基本的には、学校施設、社会教育施設での活動となりますので、現在、部活動等で使用している備品については、可能な範囲で貸出

しができるように検討していきます。しかし、貸し出しができない場合もありますので、活動が始まる際は調整をさせていただきま

す。



1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11
自由に安心して活動場所を選択し、また変更できることが保証される地域移行となることを願う。

経済的に不安定な家庭の子どもも安心して参加できるように。

ご意見

今後のことなので、なかなか分かりづらいところがありましたが、少しずつ進んでいることが分かりました。

現６年生の親ですが、既に多くのクラブチームの選考会が終わっている状況です。今回、お話を聞けて地域展開に向けて理解はしましたが、本来なら今回の話を聞いてクラブチームにするか部活にするか子供と一緒に考えたいところでしたので、もう少し早く開催し

ていただきたかったです。

地域クラブは高みを目指すものではなく楽しくやるもので、県大会とか上を目指すのであればクラブチームに入るように言ってくれたら、わかりやすいのにと思いました。

市の大会も現段階では地域クラブ移行後開催するか不透明な状態で、各団体への丸投げ状態になる気がしました。

部活動がなくなった後の体力低下対策、生徒指導などのあり方も具体的に決まっておらず、放課後非行に走る生徒も増えるのではないかと不安になりました。

教員が地域指導員として指導を継続したい場合、時短勤務などを希望できるようにして欲しいです。今、時短勤務は、未就学児の子どもがいる場合だけなので、誰でも時短勤務が希望できるようになって欲しいと思います。

中学生が集団生活や生きがいを学べる場である部活がなくなるのは寂しいですが、このように地域で引き続きそう言った場を保証してあげたいです。

よろしくお願いします。

講演会はとてもわかりやすく、今後の部活動が地域展開に移行する必要性があることがよくわかりました。

今後もまだまだ大変ですが、頑張っていきましょう。

なかなか平日での指導者の在り方が大変だと思う。子供さんの心の変化も。

質問ではありませんが、地域の方々とこれからの方向性について話をする会が必要だなと感じました。今回の会は、非常に有意義だったなと思います。方向が見えるからこそ議論ができ、議論するからこそ良いものになっていくと思います。移行期は仕方がない事で

はありますが、子ども達が混乱しないように子ども達中心の話し合いになっていくことを望みます。

本日は貴重な機会をいただきありがとうございました。

何事も出発進行!!理屈重視では前に進まない。自分ファーストな人間は関わりうすい!!


